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主催 一般財団法人 日本ビジネス技能検定協会 

監修 一般社団法人 全国農業経営コンサルタント協会 

※“農業簿記検定®”は、一般社団法人 全国農業経営コンサルタント協会の登録商標です 

®®  

注注 意意 事事 項項  

トトイイレレななどど途途中中退退出出後後のの再再入入室室はは認認めめまませせんん。。試試験験開開始始のの合合図図のの前前ままででにに済済まませせててくくだだささいい  

1 試験監督員の指示があるまで、この問題冊子は開かないようにしてください。 

2 試験中、下記の使用が認められたもの以外は、すべてカバン等にしまい、机の中又は、足元等指定 

された場所に置いてください。試験中、使用が認められるものは、次のとおりです。  

・・筆筆記記具具（（ＢＢままたたははＨＨＢＢのの黒黒鉛鉛筆筆//シシャャーーププペペンンシシルル））・・消消ししゴゴムム・・定定規規・・ラライインンママーーカカーー  

・・電電卓卓（基準に適合したものに限る。又は算盤）・・時時計計（通信機能を有するものを除く） 

3 スマートフォン等通信機器を使用することは認めません（時計の代わり又は電卓として使用も不可）。 

電源を切り、カバン等にしまってください。 

4 試験監督員の指示に従わない場合、また、周囲に迷惑をかける等、適切な試験の実施に支障を来たす 

行為を行った場合には、不正受験とみなすことがあります。 

5 上掲 4 の場合を含み、不正受験と認められた場合には、直ちに退室を命ずることがあります。 

6 試験時間は、２２時時間間（（１１２２００分分））です。試験開始の合図により、試験を始めてください。 

7 この問題冊子には、問問題題２２５５問問ままでで掲掲載載しています。 

試験監督員の指示に従い、頁を調べ、印刷不鮮明や落丁等があれば、挙手をして申し出てください。 

8 解答は、別途配布した解答用紙（マークシート）に記入（該当番号の塗りつぶし）してください。 

9 問題の内容に関する質問には、一切応じません。 

10 退室可能時間は、試験開始後 30 分後から試験終了 10 分前です。 

※退出を希望する場合は、必ず挙手をして、試験監督員が解答用紙を確認し回収するまでは、席を 

立たないでください。一旦退出後の再入室は、認めません。 

11 試験終了の合図とともに、直ちに、筆記具を置き、解答用紙を裏返してください。 

12 試験監督員が解答用紙を回収し、受験番号や氏名等の記載内容を確認した後、退室可能を指示するま 

では、席を立たないでください。 

13 この問題冊子及び計算用紙は、持ち帰ることができます。解答用紙は、持ち帰れません。 
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 問題 1  以下の空欄（ ① ）～（ ③ ）に入る正しい組合せの選択肢を一つ選びなさい。 

 

    （ ① ）との関連における分類とは、生産規模の増減に対する原価発生の態様による分類であり、原価要

素はこの分類基準によってこれを固定費と変動費に分類する。耕種農業においては作付面積、畜産農業にお

いては飼養頭羽数などを用いる。 

（ ② ）分類とは、原価要素の発生形態により、材料費、労務費、経費に分類される。農産物の生産のた

めに要した物品の消費高が材料費、農産物の生産のために要した労働力の消費高を労務費、農産物の生産の

ために要した物品や労働力以外の消費高を経費として分類することになる。 

（ ③ ）との関連における分類とは、農産物である製品等に対する原価発生の態様、すなわち原価の発生

が一定単位の製品（農産物）の生成に関して直接的に認識されるかどうかの性質上の区別による分類であり、

原価要素はこの分類基準によってこれを直接費と間接費とに分類する。 

 

【選択肢】 

 ① ② ③ 

1 形態別 製品 生産規模 

2 製品 形態別 生産規模 

3 生産規模 形態別 製品 

4 形態別 生産規模 製品 

5 製品 生産規模 形態別 
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 問題 2  以下の〔資料〕に基づいて、材料消費高と期末棚卸高の正しい組合せの選択肢を一つ選びなさい。なお、

当社の会計期間は 4/1～3/31 である。 

 

〔資料〕 

1．材料（種苗）に関する取引は以下の通りである。 

4/1（期首） 材料（種苗）の前期繰越は 20 ㎏（＠100 円）であった。 

4/20 材料（種苗）100 ㎏（＠120 円）を購入した。 

6/10 材料（種苗）50 ㎏（＠110 円）を購入した。 

9/15 材料（種苗）140 ㎏を消費した。 

3/31（期末） 期末実地棚卸量は 30 ㎏であった。 

 

2．実際材料消費価格の計算は、先入先出法によっている。 

 

 

【選択肢】 

 材料消費高 期末棚卸高 

1 14,000 円 3,000 円 

2 14,000 円 3,300 円 

3 16,200 円 3,000 円 

4 16,200 円 3,300 円 

5 16,800 円 3,300 円 
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 問題 3  以下の〔資料〕に基づき、空欄（ ① ）（ ② ）に入る正しい金額の組合せを一つ選びなさい。 

 

〔資料〕 

1．3 月の賃金手当に関する資料 

（１）前月末の未払費用は、12,400 円であった。当月末の未払費用は、12,000 円であった。 

（２）予定消費賃率は、800 円/時間である。 

（３）直接作業時間は 94 時間、間接作業時間は 60 時間であった。手待時間は発生しなかった。 

 

2．賃金手当勘定（単位：円） 

賃金手当 

3/25 預 り 金 4,240 3/1 未 払 費 用 （ ？ ） 

〃 現 金 121,680 31 仕 掛 品 （ ① ） 

31 未 払 費 用 （ ？ ） 〃 製 造 間 接 費 （ ？ ） 

    〃 賃 率 差 異 （ ② ） 

  （ ？ ）   （ ？ ） 

 

 

【選択肢】 

 ① ② 

1 48,000 2,320 

2 48,000 12,400 

3 75,200 2,300 

4 75,200 2,320 

5 75,200 12,400 

 

 

 問題 4  以下の各費目は、直接経費となるか、間接経費となるか、正しい組合せを一つ選びなさい。 

 

【選択肢】 

 減価償却費 預託費 動力光熱費 

1 間接経費 直接経費 間接経費 

2 間接経費 直接経費 直接経費 

3 間接経費 間接経費 間接経費 

4 直接経費 直接経費 間接経費 

5 直接経費 間接経費 間接経費 
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 問題 5  以下の一連の仕訳の空欄（ ① ）（ ② ）に入る語句、金額の正しい組合せを一つ選びなさい。 

 

1．2025 年 3 月 31 日の取引 

 決算につき、搾乳牛の育成費用について計算を行ったところ、総額で 600,000 円であった。 

（ ？ ） 600,000  （ ① ） 600,000  

 

2．2025 年 10 月 1 日の取引 

 従来から育成を行っていた搾乳牛が初産の分娩をし、搾乳を開始した。（育成仮勘定：600,000 円、当期の育成費用：

180,000 円） 

（ 生 物 ） 780,000  （ ？ ） 600,000  

  （ ① ） 180,000  

 

3．2026 年 3 月 31 日の取引 

 決算につき、減価償却費を計上する。減価償却は、定額法による月割計算で行う。耐用年数は 4 年、残存価額はゼロ

として計算する。 

（ 減 価 償 却 費 ） （   ②   ） （ 生 物 ） （  ②  ） 

 

【選択肢】 

 ① ② 

1 買掛金 97,500 

2 育成仮勘定 97,500 

3 育成仮勘定 195,000 

4 育成費振替高 97,500 

5 育成費振替高 195,000 

 

  

- 4 -



 

- 5 - 

 

 問題 6  以下の資料に基づき、製造原価報告書を作成した場合の空欄（ Ａ ）に入る正しい金額を示す選択肢を

一つ選びなさい。 

1．勘定連絡図（単位：円） 

 種苗費    仕掛品  

買 掛 金 1,150,000 仕 掛 品 1,150,000  前 期 繰 越 473,100 製 品 3,059,380 

     種 苗 費 1,150,000 次 期 繰 越 567,720 

     肥 料 費 824,000    

 肥料費   賃 金 手 当 280,000   

買 掛 金 944,000 仕 掛 品 824,000  製造間接費 900,000   

   製造間接費 120,000   3,627,100     3,627,100 

    944,000  944,000      

      製品  

 賃金手当   前 期 繰 越 650,000 売 上 原 価 2,989,380 

預 り 金 62,000 未 払 費 用 32,500  仕 掛 品 3,059,380 次 期 繰 越 720,000 

現 金 441,000 仕 掛 品 280,000   3,709,380  3,709,380 

未 払 費 用 29,500 製造間接費 220,000      

 532,500  532,500   売上原価  

     製 品 2,989,380   

 製造間接費   製造間接費差異 40,000   

肥 料 費 120,000 仕 掛 品 900,000      

賃 金 手 当 220,000 製 造 間 接 費 差 異 40,000   製造間接費差異  

作業委託費 120,000     製造間接費 40,000 売 上 原 価 40,000 

減価償却費 480,000        

 940,000     940,000      

 

2．製造原価報告書（単位：円） 

Ⅰ 直接材料費   （ ？ ） 

Ⅱ 直接労務費   （ ？ ） 

Ⅲ 製造間接費    

  実際発生額 （ ？ ）   

  製造間接費差異 （ ？ ）  （ ？ ） 

  当期総製造費用   （ ？ ） 

  期首仕掛品棚卸高   （ ？ ） 

    合  計   （ ？ ） 

  期末仕掛品棚卸高   （ ？ ） 

  当期製品製造原価   （ Ａ ） 
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【選択肢】 

1 2,989,380 

2 3,059,380 

3 3,099,380 

4 3,154,000 

5 3,627,100 

 

 

 問題 7   問題 6 の資料に基づき作成された以下の損益計算書の空欄（ Ｂ ）に入る正しい金額を示す選択肢を

一つ選びなさい。 

 

損益計算書（単位：円） 

Ⅰ 売上高   4,200,000  

Ⅱ 売上原価    

 1．期首製品棚卸高 （ ？ ）   

 2．当期製品製造原価 （ ？ ）   

   合 計 （ ？ ）   

 3．期末製品棚卸高 （ ？ ）   

   差 引 （ ？ ）   

 4．製造間接費差異 （ ？ ）  （ ？ ） 

   売上総利益   （ ？ ） 

Ⅲ 販売費及び一般管理費   420,000  

   営業利益   （ Ｂ ） 

 

【選択肢】 

1 680,620 

2 750,620 

3 830,620 

4 890,620 

5 1,170,620 
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 問題 8  当社は畜産農業を営む法人である。以下の〔資料〕に基づいて完成品総合原価と期末仕掛品原価の正しい

組合せを示す選択肢を選びなさい。期末仕掛品の評価方法は先入先出法による。 

 

〔資料〕 

1．当期の生産データ 

期 首 仕 掛 品 20 頭 

当 期 投 入 210 頭 

計 230 頭 

期 末 仕 掛 品 30 頭 

完 成 品 200 頭 

 素畜は工程の始点で投入している。1 頭を出荷させるために要する飼育日数は 90 日であった。期首仕掛品となった

家畜は、54 日の飼育日数が経過していた。また、期末仕掛品となった家畜は、27 日の飼育日数が経過していた。期末

仕掛品となった家畜の素畜費は、36,000 円と把握されている。 

 

2．当期の原価データ 

期首仕掛品原価   当期製造費用  

  素 畜 費 22,000 円    素 畜 費  252,000 円 

  加 工 費 65,880 円    加 工 費 1,063,800 円 

 

 

 

【選択肢】 

 完成品総合原価 期末仕掛品原価 

1 1,081,080 円 36,000 円 

2 1,081,080 円 84,600 円 

3 1,319,080 円 36,000 円 

4 1,319,080 円 48,600 円 

5 1,319,080 円 84,600 円 
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 問題 9  当社は畜産農業を営んでおり、標準原価計算を採用している。以下の〔資料〕に基づいて、期末仕掛品原

価と完成品総合原価の金額の正しい組合せを示す選択肢を選びなさい。 

 

〔資料〕 

1．標準原価カード（1頭当たり） 

 単価  消費量  原価標準 

素 畜 費 1,500 円/頭  1 頭  1,500 円 

直接労務費 800 円/ｈ  0.3ｈ/日×100 日  24,000 円 

製造間接費 400 円/ｈ  0.3ｈ/日×100 日  12,000 円 

     37,500 円 

 1 頭の畜産物を出荷できるようにするために 100 日の飼育を要する。 

 

2．当期生産データ 

期 首 仕 掛 品 40 頭 

当 期 投 入 540 頭 

計 580 頭 

期 末 仕 掛 品 60 頭 

完 成 品 520 頭 

 期首仕掛品となった家畜は、20 日の飼育が経過していた。また、期末仕掛品となった家畜は、40 日の飼育が経過し

ていた。 

 

 

【選択肢】 

 完成品総合原価 期末仕掛品原価 

1 19,500,000 円 666,000 円 

2 18,720,000 円 864,000 円 

3 19,500,000 円 864,000 円 

4 18,720,000 円 954,000 円 

5 19,500,000 円 954,000 円 
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 問題 10   伝票会計に関する次のＡ～Ｅの記述の中に、正しい内容のものが三つある。その正しい記述の記

号の組み合わせを示す番号を一つ選びなさい。なお、3 伝票制を採用している場合を前提とする

こと。 

 

A．  伝票会計を採用している場合は、別途仕訳帳や総勘定元帳を作成する必要はない。 

 
B．  精米 5 袋（150kg）を 54,000 円で販売し、代金は当社の普通預金口座に振り込まれた場合、振替伝票

を起票する。 

 
C．  売掛金 64,800 円につき、得意先振り出しの小切手にて受け取った場合、入金伝票を起票する。 

 

D．  買掛金 75,600 円につき、小切手を振り出して支払った場合、出金伝票を起票する。 

 

E．  借入金 800,000 円につき、当社の普通預金口座からの自動引き落としにて支払った場合、振替伝票を

起票する。 

 

 

 

【選択肢】 
1．Ａ，Ｂ，Ｃ    2．Ａ，Ｂ，Ｅ    3．Ｂ，Ｃ，Ｄ    4．Ｂ，Ｃ，Ｅ    5．Ｃ，Ｄ，Ｅ 
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 問題 11  にちび株式会社の当期末における有形固定資産の明細は以下に示すとおりであり、すべて前期

（もしくはそれ以前）から継続して所有、使用している。各有形固定資産の当期の減価償却費を

税法の規定による方法で計算したとき、当期の減価償却費の金額が最も大きくなる有形固定資産

として、正しいものの番号を一つ選びなさい。 

 

種類 取得価額 耐用年数 償却方法 留意事項 

建 物 Ⅰ 5,344,000 円 40 年 定額法 下記 ※1 参照 

建 物 Ⅱ 3,339,000 円 25 年 定額法 下記 ※2 参照 

構 築 物 Ⅰ 950,400 円 8 年 200％定率法 下記 ※3 参照 

構 築 物 Ⅱ 475,200 円 8 年 200％定率法 下記 ※4 参照 

車両運搬具 880,000 円 5 年 200％定率法 下記 ※5 参照 
         

※1 残存価額はゼロである。償却率は 0.025 である。 

        ※2 残存価額はゼロである。償却率は 0.04 である。 

        ※3 償却率は 0.25 である。なお、期首減価償却累計額は 415,800 円であった。 

        ※4 償却率は 0.25 である。なお、期首減価償却累計額は 118,800 円であった。 

        ※5 償却率は 0.4 である。なお、期首減価償却累計額は 563,200 円であった。 

 

 

 

 

【選択肢】 

1．   建 物 Ⅰ 

2．   建 物 Ⅱ 

3．   構 築 物 Ⅰ 

4．   構 築 物 Ⅱ 

5．   車両運搬具 
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 問題 12   日本ビジネス農業株式会社（以下、当社）は、年 1 回 12 月末決算の株式会社である。同社の以下

の一連の取引に関する仕訳の結果、Ａ．損益計算書に計上される収益の金額 と、Ｂ．損益計算

書に計上される費用の金額は、それぞれいくらになるか、その正しい金額の組み合わせとなる番

号を一つ選びなさい。ただし、下記記載内容から合理的に判明するもの以外は一切考慮しないこ

と。 

 

（1） Ｘ1年 3 月 15 日に、機械装置を取得するための国庫補助金 300,000 円の交付を受けた（当社の普

通預金口座に振り込まれた）。 

 

（2） Ｘ1年 4 月 1 日に、上記の国庫補助金を充当して機械装置 990,000 円を購入し、代金は当社の普

通預金口座から支払った。なお、当該機械装置については、積立金方式による圧縮記帳を行っ

た。 

 

（3） Ｘ1年 12 月 31 日に、上記の機械装置に関する減価償却費の計上を行った。なお、償却方法は定

率法（耐用年数７年）、償却率は 0.286 として計算した。 

 

 

 

【選択肢】 

     1．   Ａ．    0 円    Ｂ．  141,570 円 

     2．   Ａ．    0 円    Ｂ． 212,355 円 

     3．   Ａ． 300,000 円    Ｂ． 141,570 円 

     4．   Ａ． 300,000 円    Ｂ． 212,355 円 

     5．   Ａ． 300,000 円       Ｂ． 283,140 円 
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 問題 13  ニチビ農業株式会社は、年 1 回 3月末決算の株式会社である。同社のＸ1 年 3月 31 日時点におけ

る貸借対照表の純資産の部の金額は、資本金 177,500,000 円、資本準備金 27,400,000 円、利益準

備金 90,000 円、任意積立金 150,000 円、繰越利益剰余金 700,000 円であった。同社の以下の一連

の取引に関する仕訳の結果、Ｘ2年 3 月期における Ａ．損益計算書に計上される費用の金額 

と、Ｂ．貸借対照表に計上される利益準備金の金額 は、それぞれいくらになるか、その正しい

金額の組み合わせとなる番号を一つ選びなさい。ただし、下記記載内容から合理的に判明するも

の以外は一切考慮しないこと。 

 

（1） Ｘ1年 4 月 1 日に、増資のため、株式 500 株を 1 株あたり 90,000 円で発行し、全額払込みがあ

り、当座預金とした。なお、株式の発行費用 111,000 円は、小切手を振り出して支払った。ただ

し、資本金計上額は、会社法規定の最低金額とした。 

 

（2） Ｘ1年 6 月 25 日の定時株主総会において、繰越利益剰余金を財源とした剰余金の配当等の実施が

次のとおり決定した。 

     配 当 金  250,000 円 

     利益準備金  会社法が規定する積立額 

     新築積立金   40,000 円 

     別途積立金   30,000 円 

 

（3） Ｘ2年 3 月 31 日、決算に際し、上記(1)で計上された繰延資産について、3年の月割均等償却を行

った。 

 

 

 

【選択肢】 

     1．   Ａ．  37,000 円    Ｂ．  100,000 円 

     2．   Ａ．  37,000 円    Ｂ． 115,000 円 

     3．   Ａ． 111,000 円    Ｂ． 100,000 円 

     4．   Ａ． 111,000 円    Ｂ． 110,000 円 

     5．   Ａ． 111,000 円       Ｂ． 115,000 円 
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 問題 14  次の取引に関する仕訳（金額単位：円）につき、空欄①と②に入る金額として、正しい組み合わせ

の番号を一つ選びなさい。なお、当社は、年 1 回 3 月末決算の株式会社である。 

 

当期 6 月 30 日に、搾乳牛を 195,000 円で売却し、代金のうち 150,000 円は現金で受け取り、残額

は翌月末に受け取ることとした。当該搾乳牛の取得価額は 330,000 円、当期首時点における減価償

却累計額は 144,375 円であった。なお、当該搾乳牛の減価償却費の計算は、耐用年数 4 年の定額法

（償却率：0.250）によっており、記帳方法は直接法とする。 

 
  

（借） 現  金    150,000   （貸） 生 物 売 却 収 入   195,000 

      売  掛  金     45,000 

           減 価 償 却 費  【   ①   】          生 物  【   ？   】 

            生 物 売 却 原 価  【  ②  】 

              

 

 

 

 【選択肢】 
1．   ①  20,625      ② 123,750 

2．   ①  20,625      ② 165,000 

3．   ①  20,625      ② 174,375 

4．   ①  41,250      ② 123,750 

5．   ①  41,250      ② 144,375 
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 問題 15  収入保険制度に関する次のア～オの記述の中に、誤っているものが二つある。その誤っている記号

の組み合わせを示す番号を一つ選びなさい。 

  

ア 収入保険制度は、農業経営全体を対象としたセーフティーネットとして、平成 31 年 1 月 1 日から

開始された。 

イ 収入保険制度は、①自然災害を要因とする場合、②価格低下による収入減少の場合、いずれも対象

となる。 

ウ 収入保険制度は、原則として全ての農業経営品目を対象としており、農業経営全体として加入する

しくみになっている。 

エ 収入保険制度の対象者は、経営管理を適切に行っている農業者（個人・法人）であり、青色申告を

行っていなくても問題は無い。 

オ 収入保険制度の補償内容として、当年の収入が基準収入の６割を下回った場合に、下回った額の６

割が補塡される。 

 

 

 

 【選択肢】 

1. ア イ    2. ア エ    3. イ ウ    4. イ オ    5. エ オ 
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 問題 16  エヌビー農業株式会社（以下、当社）は、新品目の農作物の導入決定を機に、収入保険に加入する

こととした。次の一連の取引の仕訳のうち、①～③にあてはまる勘定科目または金額（仕訳の金額

単位：円）の組み合わせとして最も適切なものの番号を一つ選びなさい。 

 

1．当社の第 15 期中に、保険料 29,250 円、積立金 84,375 円、付加保険料 8,250 円、合計 121,875 円につい

て、現金で支払った。なお、支払い時には、保険料及び付加保険料につき共済掛金勘定を用いて処理する。 

（借） 共 済 掛 金 （  ①  ）  （貸） 現 金 121,875 

 （   ②    ） （     ）     

 

2．第 15 期の決算日において、上記 1.で計上した共済掛金につき、前払費用勘定に振り替えた。 

（借） 前 払 費 用 （  ①  ）  （貸） 共 済 掛 金 （  ①  ） 

   

3．第 16 期の期首において、上記 2.に関する再振替仕訳を行った。 

（借） 共 済 掛 金 （  ①  ）  （貸） 前 払 費 用 （  ①  ） 

 

4．第 16 期につき、基準収入に対して 30％の減収となった。そこで、収入保険の保険金等の受領見込額を見

積計算したところ、その額は 590,625 円（内訳：収入保険の保険金 337,500 円、国庫補助相当分の特約補

塡金 253,125 円）となった。 

（借） 未 決 算 

 

590,625  （貸） （ ③ ） 590,625 

 

5．本日、収入保険の保険金等の請求手続を行った。 

（借） 未 収 入 金 590,625  （貸） 未 決 算 

 

590,625 

 

6．上記 5．で請求した収入保険につき、保険金等 590,625 円（内訳：収入保険の保険金 337,500 円、国庫補

助相当分の特約補塡金 253,125 円）及び積立金の払戻金 84,375 円が普通預金口座に入金となった。 

（借） 普 通 預 金 

 

675,000 

 

 （貸） 未 収 入 金 

（   ②   ） 

590,625 

84,375 

 

 

 【選択肢】 
1． ①29,250 ②経営保険積立金 ③収入保険補塡収入 

  2． ①37,500 ②経営保険積立金 ③経営安定補塡収入 

   3． ①37,500 ②経営保険積立金 ③収入保険補塡収入 

  4． ①29,250 ②圧縮積立金 ③経営安定補塡収入 

  5． ①37,500 ②圧縮積立金 ③収入保険補塡収入  
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 問題 17  株式会社ノウギョウは、米の栽培を行う 3 月決算法人である。下記の〔連続仕訳〕のうち、誤って

いる仕訳の番号の組み合わせとして適切なものを一つ選びなさい。なお、株式会社ノウギョウにお

ける農業経営基盤強化準備金の経理については損金経理方式を、圧縮記帳については直接減額方

式を、それぞれ採用している。 

 

〔連続仕訳〕（仕訳の単位：円） 

① X1 年 5 月 12 日：作付面積を基準とした交付金 1,537,000 円が普通預金に入金された。 

（借） 普 通 預 金 1,537,000 （貸） 価 格 補 塡 収 入 1,537,000 

 

② X2 年 3 月 31 日：X1 年 5 月 12 日に交付を受けた交付金全額を、農業経営基盤強化準備金として繰り

入れた。 

（借） 農業経営基盤強化準備金繰入 1,537,000 （貸） 農業経営基盤強化準備金 1,537,000 

 

③ X2 年 4 月 1 日：積み立ててあった農業経営基盤強化準備金の全額を取り崩した。 

（借） 農業経営基盤強化準備金 1,537,000 （貸） 農業経営基盤強化準備金戻入 1,537,000 

 

④ X2 年 4 月 3 日：農業用トラクターを 3,377,000 円で購入し、代金は普通預金から支払った。また、当

該機械について圧縮記帳を行った。 

（借） 機 械 装 置 3,377,000 （貸） 普 通 預 金  3,377,000 

（借） 固 定 資 産 圧 縮 損 1,537,000 （貸） 機 械 装 置  1,537,000 

 

⑤ X3 年 3 月 31 日：X2 年 4 月 3 日に購入した農業用トラクターにつき、減価償却費を計上した。 

（償却率：0.357、償却方法：定率法、記帳方法：直接法） 

（借） 減 価 償 却 費 1,205,589 （貸） 機 械 装 置  1,205,589 

 
 
 

【選択肢】 

1. ①、⑤    2. ②、④    3. ②、⑤    4. ③、④    5. ④、⑤ 
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 問題 18～25  米と野菜を生産するＡＢＣ農事組合法人の X8 年 1 月 1 日から X8 年 12 月 31 日までの会計期

間について、次の〔資料１〕 及び〔資料２〕に基づいて、以下の設問に答えなさい。なお、

当社は原価計算制度を採用していない。 

 

〔資料１〕決算整理前残高試算表 

残 高 試 算 表 

       X8 年 12 月 31 日       （単位:円） 

221,315 現金  

19,225,683 普通預金  

3,221,148 製品  

2,160,141 仕掛品  

332,000 仮払法人税等  

8,000,000 仮払配当金  

23,100,000 建物  

15,400,000 機械装置  

1,780,000 器具備品  

5,225,000 土地  

 減価償却累計額 8,167,500 

 買掛金 2,130,559 

 未払費用 313,262 

 長期借入金 20,500,000 

 農業経営基盤強化準備金 6,400,000 

 出資金 8,000,000 

 繰越利益剰余金 21,736,612 

 製品売上高 56,383,415 

2,168,141 種苗費  

7,890,405 肥料費  

8,180,151 農薬費  

1,120,485 諸材料費  

3,000,123 賃金手当  

5,950,451 作業委託費  

1,190,119 動力光熱費  

803,208 共済掛金  

7,830,140 農地賃借料  

3,500,000 役員報酬  

1,150,120 販売手数料  

721,118 図書研究費  

1,250,540 地代家賃  

 受取利息 2,422 

213,482 支払利息  

123,633,770  123,633,770 
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〔資料２〕決算整理事項 

（１） 棚卸資産の期末棚卸の状況は、以下のとおりである。棚卸資産の決算整理は、総額法による。 

種 類 金 額 

未収穫の野菜にかかった費用 2,290,136 円  

収穫した米の在庫 3,490,245 円  

（２） 当期末において、農作物の生産の助成を目的とする交付金 4,400,000 円を未収計上する。この交

付金は、農業経営基盤強化準備金の対象となるものである。そこで決算整理において、全額を農業

経営基盤強化準備金として積み立てる。 

（３） 当期において、農業経営改善計画に基づく機械装置Ｂを取得し、対価として 5,500,000 円を支払っ

た（すでに資産計上済）。この機械装置Ｂの取得に伴い、同額の農業経営基盤強化準備金を取り崩

す必要があるが、この処理が未だ行われていないため、決算整理において、取り崩しを行う。 

（４）（３）の機械装置Ｂについて、直接減額方式により、農業経営基盤強化準備金相当額の圧縮記帳を

行う。 

（５） 以下の減価償却に関する情報をもとに、間接法により減価償却費を計上する。固定資産はすべて製

造の用に供する資産であり、取得と同時に事業の用に供している。また、期中に除却した固定資産は

無い。なお、減価償却費の計算において端数が生じた場合は、円未満を切り捨てること。 

    【減価償却に関する資料】 

固定資産 取得価額 取得年月日 
償却 

方法 
償却率 

当期首時点の 

減価償却累計額 

建物 23,100,000 円 X1 年 1 月 1日  定額法 0.033 5,336,100 円 

機械装置Ａ 9,900,000 円 X7 年 1 月 1日  定率法 0.286 2,831,400 円 

機械装置Ｂ 5,500,000 円 X8 年 1 月 1日 定率法 0.286 － 

器具備品 1,780,000 円 X8 年 6 月 7日 定率法 0.200 － 

 

（６）動力光熱費の未払いが、99,183 円ある。 

 

（７）共済掛金の前払いが、57,377 円ある。 

 

（８）決算において、法人税等の年税額が 711,000 円と確定した。 
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  製造原価報告書 

ＡＢＣ農事組合法人  自 X8 年 1 月 1 日 至 X8 年 12 月 31 日 （単位：円） 

Ⅰ 材 料 費     

  種 苗 費 2,168,141   

  肥 料 費 7,890,405   

  農 薬 費 8,180,151   

  諸 材 料 費 1,120,485  （ ） 

Ⅱ 労 務 費     

 賃 金 手 当   3,000,123   

Ⅱ 経  費     

 作 業 委 託 費 5,950,451   

  動 力 光 熱 費   （   ア   ）   

  共 済 掛 金   （   イ   ）   

  農 地 賃 借 料 7,830,140   

  減 価 償 却 費   （   ウ   ）  （ ） 

 当 期 総 製 造 費 用   （ ） 

 期 首 仕 掛 品 棚 卸 高   （ ） 

 計   （ ） 

 期 末 仕 掛 品 棚 卸 高   （ ） 

 当 期 製 品 製 造 原 価   （ ） 

 

 

 

 

 問題 18  上掲の製造原価報告書の空欄（ ア ）と（ イ ）を計算し、その合計額として正しい金額の番

号を一つ選びなさい。 

 

 【選択肢】 

1．1,951,512   2．1,951,521   3．1,993,327   4．2,014,230   5．2,035,133 

 

 

 

 

 問題 19  上掲の製造原価報告書の空欄（ ウ ）を計算し、その金額として正しいものの番号を一つ選びな

さい。 

 

 【選択肢】 

1．2,991,585   2．3,139,919   3．3,931,919   4．4,564,585   5．4,712,919 
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損 益 計 算 書 

ＡＢＣ農事組合法人  自 X8 年 1 月 1 日 至 X8 年 12 月 31 日 （単位：円） 

Ⅰ 売 上 高      

 1.  製 品 売 上 高     (        )  

Ⅱ 売 上 原 価      

 1. 期 首 製 品 棚 卸 高   （ エ ）    

 2. 当 期 製 品 製 造 原 価   （ ）    

  計   （ ）    

 3. 期 末 製 品 棚 卸 高   （ オ ）  ( )  

  売 上 総 利 益    ( )  

Ⅲ 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費      

 1.  役 員 報 酬   3,500,000    

 2. 販 売 手 数 料   1,150,120    

 3. 図 書 研 究 費   721,118    

 4. 地 代 家 賃   1,250,540  ( )  

  営 業 利 益    ( )  

Ⅳ 営 業 外 収 益      

 1.  受 取 利 息   2,422    

 2. （ カ ）   （ ）  ( )  

Ⅴ 営 業 外 費 用      

 1.  支 払 利 息     213,482  

  経 常 利 益    ( )  

Ⅵ 特 別 利 益      

 1.  ( )     ( コ )  

Ⅶ 特 別 損 失      

 1. ( キ )   （ ）    

 2. ( ク )   （ ）  ( )  

 税 引 前 当 期 純 利 益    ( )  

 （ ケ ）    ( )  

 当 期 純 利 益    ( サ )  

 

 

 問題 20  上掲の損益計算書の空欄（ エ ）と（ オ ）の金額の正しい組み合わせとなる番号を一つ選び

なさい。 

 

 【選択肢】 

1． （エ）2,160,141 （オ）2,290,136 

2． （エ）3,221,148 （オ）2,290,136 

3． （エ）3,221,148 （オ）3,490,245 

4． （エ）5,381,289 （オ）3,490,245 

5． （エ）5,381,289 （オ）5,780,381 
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 問題 21  上掲の損益計算書の空欄（ カ ）～（ ケ ）に、以下の 5 つの表示科目の中から適切なものを

あてはめた場合、使用しない表示科目の番号を一つ選びなさい。 
 
 【選択肢】 

1． 法人税等 

2． 作付助成収入 

3． 固定資産圧縮損 

4． 農業経営基盤強化準備金繰入 

5． 農業経営基盤強化準備金戻入 

 

 

 

 

 問題 22  上掲の損益計算書の空欄（ コ ）の金額として正しいものの番号を一つ選びなさい。 

 

 【選択肢】 

1．4,400,000   2．5,500,000   3．6,600,000   4．8,800,000   5．9,900,000 

 

 

 

 

 問題 23  上掲の損益計算書の空欄（ サ ）の金額として正しいものの番号を一つ選びなさい。 

 

 【選択肢】 

1．5,939,055   2．6,650,055   3．7,361,055   4．8,072,055   5．8,783,055 
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  貸 借 対 照 表 
ＡＢＣ農事組合法人  X8 年 12 月 31 日現在 （単位：円） 

資 産 の 部 負 債 の 部 
Ⅰ流動資産     Ⅰ流動負債    
 1. 現 金 預 金   19,446,998   1. 買 掛 金   2,130,559 

 2. 製 品   ( )   2. 未 払 費 用   ( ) 
 3. 仕 掛 品   ( )   3. 未払法人税等   ( ) 
 4. ( )   ( )    流動負債合計   ( ) 
 5. ( )   ( )        
 6. 仮 払 配 当 金    8,000,000  Ⅱ固定負債  
  流動資産合計  ( )   1. 長 期 借 入 金   20,500,000 

Ⅱ固定資産      2. ( )   ( ) 
 1. 建 物   ( )    固 定 負 債 合 計  ( ) 
 2. 機 械 装 置   ( )    負 債 合 計  ( ス ) 
 3. 器 具 備 品   ( )  純 資 産 の 部 
 4. 土 地   5,225,000  Ⅰ組合員資本    
 5. 減価償却累計額  ( )   1. 出 資 金   8,000,000 

  固定資産合計  ( シ )   2. 利 益 剰 余 金    
        (1)その他利益剰余金    
       繰越利益剰余金    ( ) 
       利益剰余金合計  ( ) 
       純 資 産 合 計  ( ) 
  資 産 合 計  ( )    負債・純資産合計  ( ) 

 
 

 

 問題 24  上掲の貸借対照表の空欄（ シ ）を計算し、正しい金額の番号を一つ選びなさい。 

 

【選択肢】 

1．28,845,915   2．28,845,951   3．28,854,195   4．28,854,915   5．28,854,951 

 

 

 

 

 問題 25  上掲の貸借対照表の空欄（ ス ）を計算し、正しい金額の番号を一つ選びなさい。 

 

【選択肢】 

1．28,227,004   2．28,227,040   3．28,272,004   4．28,272,040   5．28,722,004 
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